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教育相談では、特別支援教育に係る方々へ、以下のような支援をいたします。 

○ 家庭や学校における、気になる子どもへの関わり方や支援の工夫について 

○ 子どもに応じた指導内容や指導方法、教材教具の工夫等について 

○ 子どもの実態把握や課題への対応の仕方や配慮事項について 

○ 特別支援教育に関する情報の提供や教材教具等の紹介、備品の貸し出し 

○ 子どもへの直接的な支援や関わり、継続的な学習指導、進路や福祉情報提供など 

電話相談 月曜日～金曜日    １４：００～１７：００ 

来校相談 月曜日～金曜日    １４：００～１７：００ 

※日程や時間帯は調整させていただきます。 

※相談の費用は無料です。相談内容等についての秘密は厳守します。 

お電話で教育相談とお伝えください。０９４３－７３－１５３７（代） 

 

 

 

 

 向暑の候、皆様にはますますご健勝のことと存じます。 

本校では、地域の皆様への特別支援教育の情報の発信や教育相談や巡回相談、研修協力等の地域支

援を行っています。気になる子どもの課題整理や、検査・観察等のアセスメントによる共通理解、個別の教

育支援計画や指導計画等の具体的支援内容など、子どもに必要なサポートについて考えていきます。また、

他の特別支援学校や専門関係機関との連携支援を進めていきます。子どもに応じた支援について一緒に

考えていきましょう。 

 

 

 

 

     

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 
  

「ひなもろこ」とは…田主丸の川に生息する絶滅が危惧されている魚の名前です。 

 

今年度も県の事業として、「発達障がい児等教育継続支援事業に係る巡回相談」が行われています。

気になる子どものケース会議や研修支援、保護者相談などに対応します。必要に応じ臨床心理士等か

らの専門的な情報が得られる機会となります。Ａタイプ（講話型）Ｂタイプ（支援体制型）Ｃタイプ（個別

相談型）Ｄタイプ（連携支援型）、混合タイプなど、学校や学級のニーズに応じた支援事業です。是非ご

活用ください。所属によって、申請先が以下のようになっています。 

・市町村立幼稚園・学校は各教育事務所へ ・私立の幼稚園等は私立幼稚園振興協会事務局へ 

・保育所は県の保育協会事務局へ  ・私立の小・中・高等学校等は私学協会事務局へ 

・県立中学校・高等学校等は北筑後教育事務所へ 

http://fhtanuyo.fku.ed.jp/


  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとえに“算数が苦手”と言っても、そこには様々な理由が隠れている場合があります。児童・生徒の

様子を観察し、間違いの原因を探すことが大切です。 

今年度の研修は、講師に（株）LikeLab管理者・作業療法士の髙橋知義先生をお迎えして行います。 

先着２0名となりますので、お早めに申し込みください。 

（密集を避けるため、校内にて対面での会場とリモート会場とに分けて実施致します。ご了承ください。） 

 

〔日程〕 令和３年7月２９日（木）  １０：００～１２：００         

〔場所〕 福岡県立田主丸特別支援学校  

〔内容〕 「作業療法士からみる発達障がい児への合理的配慮について」 

  講師：（株）LikeLab管理者・作業療法士の髙橋知義先生 

         

 

 

※ 別途配布の申込用紙によりお申し込みください。 

〈動きの困難さ〉 

・不器用さが原因で作図ができない 

 
☆非利き手で、しっかり紙を抑えるようにする 
☆滑り止めシートを利用する 
☆使いやすい道具（定規、コンパス等）を選ぶ 
 

〈認知の困難さ〉 

・計算のルールを忘れてしまう 

・数字から数量をイメージすることが難しい など 
 

☆具体物を操作して考える 

☆位取りシートなどの補助具を使う  

〈行動面の困難さ〉 

・外部からの刺激を受けやすく、集中し続けること 

が難しい。 
 
☆机を仕切りで囲うなど、落ち着ける環境にする 

☆プリント 1枚当たりの問題数を減らす  

〈社会性の影響〉 

・「こうしたらどうなる」の見通しがもてない 

・言葉から問題の意味がイメージできない 
 
☆絵や図に表し、視覚的に提示する 
 
 

✔ 座った姿勢、立つ姿勢が悪い、疲れやすい 

✔ 転んだ時に手が出ない 

✔ しゃがむのが苦手で和式トイレが使えない 

 

 

①片足立ち  ②しゃがみこみ ③ばんざい 

④指を床につける  

右も左も 5秒以上できますか？ 後ろに倒れずにできますか？ 垂直に上がりますか？ 

膝を伸ばしたまま 

スムーズにできますか？ 

もしかして 「子どもロコモ」！？ 

ロコモ（ロコモティブシンドローム）とは？ 

加齢とともに骨や関節などの「運動器」の働

きがおとろえて、立つ、歩くなどの動きがしに

くくなった状態のことをいいます。 

 子どもの運動器の働きが低下している状態

を、「子どもロコモ」といいます。 

近年増加傾向であり、コロナ禍での運動不足

も影響し、更なる子供の体力低下が懸念されて

います。 

子どもロコモチェック！！ 
5 つ全部できればセーフ！ 

参考：NPO 法人 全国ストップ・ザ・ロコモ協議会HP 

⑤グーパー 

床に届きますか？ 


